
雑固体廃棄物焼却設備　対策概要
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　空気送風機を設け、冷却ダクト内へ、
空気を一定流量供給する。

排出ダクトに、シールポットへの
圧力逃がしラインを設ける。

　煙道（燃焼室）と排出ダクト間の差圧を常時監視する。　

　覗き窓のうち、D-2のガラス窓は外側に金属製の
点検カバーを設ける。　他の覗き窓（７箇所）は撤去
し、閉止板（金属板）を取付ける。

「熱分解室圧力高高」信号では、排風機が　
自動停止しないようインターロックを変更する。

　揺動パドル自動操作可能温度の上限を
950℃から880℃に変更する。

煙道の運転温度設定を　　
900℃から880℃に変更する。

廃棄物投入口

熱分解室の運転圧力設定を－100mmH2Oから
－120mmH2Oに変更する。
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　焼却炉がトリップした場合に、排出
ダクト内を空気に置換できるように、
空気供給ラインを設ける。
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焼却炉の圧力を排風機の回転数によっても
自動制御するよう変更する。
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